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自由クラブ

増田　三郎　　中山　幸紀　　加藤　武央

五関　　貞　　井上　義勝　　高安　紘一

役
立
つ
自
由
ク
ラ
ブ
　

高
齢
者
に
光
を
！

　

明
る
く
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

自
由
ク
ラ
ブ
は
市
川
第
一
主
義
・
市
民

第
一
主
義
を
大
切
に
、
公
平
・
公
正
・
公

開
を
理
念
と
し
、
自
助
・
互
助
・
公
助
を

行
動
の
指
針
と
し
て
活
動
し
て
参
り
ま
し

た
。

　

今
、
私
達
の
国
は
内
憂
・
外
患
、
ま
こ

と
に
厳
し
い
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。
国
の

高
齢
化
率
は
22
・
68
％
で
国
民
の
４
人
に

１
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
日
本

人
の
平
均
寿
命
は
男
性
79
・
59
歳
、
女
性

86
・
44
歳
で
す
。
市
川
市
の
平
均
寿
命
は

男
性
79
・
６
歳
、
女
性
85
・
６
歳
で
す
。

千
葉
県
の
高
齢
化
率
は
20
・
５
％
で
県
民

の
４
・
９
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢

者
で
す
。
市
川
市
の
全
人
口
47
万
５
２
６

９
人
、
60
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
11
万

２
１
６
９
人
で
全
人
口
に
占
め
る
割
合
は

23
・
６
％
で
す
。
市
民
の
４
・
24
人
に
１

人
が
60
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
65
歳
以

上
の
高
齢
者
は
７
万
９
７
２
０
人
で
全
人

口
に
占
め
る
割
合
は
16
・
77
％
で
す
。
市

民
の
５
・
96
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
高

齢
者
で
す
。
高
齢
者
対
策
を
急
が
ね
ば
な

ら
な
い
所
以
は
以
上
の
数
字
で
お
分
か
り

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

社民・市民ネット

かつまた竜大　　秋本のり子　　湯浅　止子
　

今
年
は
佳
き
こ
と
が
多
く
あ
る
よ
う
願

わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
世
相
で
す
。
三
人

の
会
派
で
市
政
に
向
か
い
合
っ
て
い
ま

す
。
福
祉
・
教
育
・
環
境
を
柱
に
市
民
の

皆
様
の
声
を
お
聞
き
し
、
正
確
な
情
報
や

学
習
を
深
め
個
々
の
課
題
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
し
た
。
福
祉
に
お
い
て
は
社
会
保

障
制
度
の
改
編
も
あ
り
適
切
に
対
応
し
ま

す
。
教
育
で
は
未
来
に
夢
を
抱
く
市
川
っ

子
を
育
む
た
め
の
教
育
環
境
づ
く
り
を
し

ま
す
。
平
和
な
社
会
の
実
現
に
も
寄
与
し
、

男
女
共
同
参
画
の
視
点
も
し
っ
か
り
持
ち

ま
す
。
環
境
で
は
、
道
路
問
題
・
景
観
・

緑
の
保
全
等
々
、
次
世
代
の
た
め
に
も
住

み
や
す
い
街
に
な
る
よ
う
活
動
し
て
い
き

ま
す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障
が
い
の

あ
る
方
も
安
心
し
て
住
め
る
街
で
あ
る
よ

う
力
を
尽
く
し
ま
す
。
誰
か
が
動
か
な
け

れ
ば
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
様

と
共
に
歩
む
会
派
で
す
。
明
る
い
笑
顔
の

多
い
年
に
な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

みんなが安心して住める街に

みらい

岩井　清郎　　金子　　正　　寒川　一郎
　

二
十
一
世
紀
も
十
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
我
が
国
の
進
む
道
が
混
沌
と
し
て
い

る
今
日
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
方
政
治
に

参
加
す
る
私
ど
も
は
地
域
に
目
を
向
け
、

市
民
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

市
川
市
の
未
来
の
姿
を
描
い
て
ま
い
り
ま

す
。

　

自
治
体
の
財
政
は
厳
し
い
時
代
が
続
き

ま
す
。
税
の
使
い
方
を
一
か
ら
見
直
し
、

新
た
に
取
り
組
む
事
業
・
中
止
す
べ
き
事

業
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
議
論
を
し
、
時

に
は
痛
み
を
分
か
ち
合
う
こ
と
も
訴
え
て

ま
い
り
ま
す
。

　

無
駄
を
省
き
効
率
的
な
行
政
運
営
に
力

を
注
ぎ
、
将
来
を
担
う
こ
ど
も
・
青
少
年

に
関
す
る
事
業
、
都
市
基
盤
整
備
、
高
齢

者
・
医
療
福
祉
な
ど
の
施
策
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

そ
し
て
、「
環
境
の
世
紀
」
と
言
わ
れ

る
今
日
、
地
域
と
し
て
の
地
球
温
暖
化
対

策
を
一
緒
に
考
え
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

市川市の未来を描く

市民の声　　　　　　　　　　　　　　宮田かつみ

プリティ長嶋　　坂下しげき　　鈴木　啓一

　

「
謹
賀
新
年
」、
本
年
は
民
意
を
問
う
統

一
地
方
選
挙
の
年
で
す
。
一
昨
年
は
国
民

の
民
意
の
表
れ
と
し
て
政
権
交
代
が
な
さ

れ
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
当
時
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
と
政
策
の
実
行
・
議
員
の
発
言

の
ブ
レ
に
不
信
・
不
安
・
不
満
感
を
募
ら

せ
て
い
ま
す
。

　

医
療
・
介
護
等
の
社
会
保
障
、
そ
し
て

予
算
の
使
わ
れ
方
の
無
駄
等
々
、
自
分
達

の
納
め
て
い
る
税
金
が
正
し
く
市
民
に
還

元
さ
れ
て
い
る
か
、
地
方
議
員
を
選
ぶ
の

は
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
大
変
身
近
で
生
活

に
密
着
す
る
大
切
な
選
挙
で
す
。

　

私
達
四
名
の
議
員
は
個
々
の
立
場
で
、

地
域
で
、
市
民
の
「
幸
せ
!!
」
を
第
一
に
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
医
療
・
介
護
、
我

が
国
の
将
来
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も
達

の
子
育
て
支
援
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
保
障
・

福
祉
を
中
心
に
、
多
く
の
市
民
の
為
に
、

お
約
束
し
た
事
と
行
動
に
違
う
事
の
な

い
、
頼
り
に
な
る
議
員
を
貫
き
通
す
事
を

年
頭
に
当
た
り
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

言行一致を貫く

　議員は、お祭りの寄附、スポーツ大会の差し入れ、近所のお
祝いなどや、年賀状等（答礼のための自筆によるものを除く）
を出すことが公職選挙法で禁止されています。

議員の寄附や年賀状は禁止されています

市
川
の

千
葉
県
指
定

伝
統
的
工
芸
品

江戸つまみかんざし

屏　風

平成23年

会派の抱負
　市議会では会派制をとり、議会活動を

行っています。ここでは、新年を迎えての

各会派の抱負を掲載しました。なお、掲載

位置は抽選により決定しました。また、文

字数は所属議員数によって異なります。


